エスニック・コミュニティと永住市民(デニズン)をめぐる試論--オーストラリアの日本人移住者と、そのシティズンシップをめぐって by 濱野 健















Rethinking denizenship in a small migrant community: Japanese women marriage 




















 Revisiting the concept of denizen (and denizenship) elaborated by Thomas Hammar (1990), this paper 
explores how the social circumstances of a migrant community affect political participation in their place of 
residence.  On the one hand, the citizenship today entails rights of difference and equity in terms of social 




migrants to stay permanently as denizens, without compulsory naturalization, creating circumstances where 
citizenship and denizanship diverge.  Hammar regards absence of political rights for denizens (e.g. right to 
vote) as a problem, since such rights are essential to integration with the broader community.  However, due to 
a number of specifi c community factors some migrant communities are less concerned about political rights. 
Taking these into account, this paper considers the status of Japanese denizens in Australia today.  With an 
emphasis on the increasing number of Japanese women marrieage migrants, this paper will consider the factors 
that affect differing attitudes to denizenship and citizenship. 






と呼ばれる現象とその増加である（Constable 2005; Palriwala and Uberoi 2008; Robinson 2007）。日本を
含めた先進諸国のいずれにおいても、国際結婚による外国人の流入は増加の一途をたどっている（厚
生労働省 2007）。従来、国際結婚とは該当する両者の出身国の経済的な不均衡の結果生じるとみなさ
























































































































（Department of Immigration and Citizenship）となった。また、2013 年度の移民省の名称改正の際も、




































































改め、非欧州系移民の受け入れを模索し始めたのもこの時期である（Jupp 2002; Lopez 2007）。
　1972 年成立したゴフ・ウィットラム（Gough Whitlam）首相による労働党政権は、これまでの欧
州を中心とした人種差別のない移民政策（白豪主義）を撤廃し、オーストラリアにおいて多文化主
義政策を導入した。市民権法についても、1973 年にかつての Neutrality and Citizenship Act 1948 が




































　PR 所有者に対しては、オーストラリアから / への無制限の出入国が保証されているが、そのため
には PR に加えて有効な再入国許可証を保有していることが原則となっている。この点において、厳















就職することはできない（詳細は Public Service Act 1991 を参照）。
　PR 所有者は社会保障や行政サービスにおいて幅広い権利を獲得することができるが、これが外国










業料が適用される。しかし、HELP (Higher Education Loans Program)と呼ばれる政府による「学費ローン」















2 このようにオーストラリア国内社会保障制度へのアクセスは PR の取得なしには獲得不可能である。だが、駐在
































　各州の人口の分布は、人口の一番大きい NSW 州が 12,108 人と最大数を占めた。続いて、クイーン
ズランド州の 10,317 人、ヴィクトリア州の 6,820 人、西オーストラリア州の 3,564 人と続いている。
州の人口や都市の規模に比例して、日本人人口の分布がみられるのが特徴である。下の表 1 をみると、
2006 年版国勢調査での報告書では、日本人の人口は 30,780 人と報告されている。2001 年から 2006
年の国勢調査での日本人の増加率は 20.8％であった。それ以前の 2001 年の国勢調査に基づく報告書







い、2006 年度は人口の四割が集中していた NSW 州以外にも、比較的大きな都市を抱える州に人口
の分散が起きていることもうかがえる。






















表 1　2011 年および 2006 年国勢調査における邦人人口
2011 年国勢調査 2006 年国勢調査
　 州内の人数 全邦人に占める割合（%） 州内の人数 全邦人に占める割合（%）
NSW 11,160 36.3 10,220 40.1 
VIC 5,780 18.8 4,660 18.3 
QLD 8,590 27.9 6,560 25.7 
WA 3,030 9.8 2,280 8.9 
SA 1,240 4.0 860 3.4 
TAS 290 0.9 260 1.0 
NT 140 0.5 150 0.6 
ACT 550 1.8 490 1.9 
合計 30,780 100.0 25,480 100.0 













分析する（Department of Immigration and Citizenship 2011）。比較・分析するデータの期間については、
1996 年 1 月 1 日あるいは 2006 年の 1 月 1 日のデータのいずれかを持って抽出を開始し、2010 年 12
月 31 日までの範囲で、合計 15 年あるいは 10 年間の区域で設定した。調査機関（2010 年 4 月～ 2011
年 3 月）の中でも最新のデータを抽出することを目的とし、1 月 1 日から 12 月 31 日までを一年の区
切りとして設定している。この期間、オーストラリアの永住ビザを申請した日本人は総数で 17,039
名であった。そのうち「技術移住ストリーム」と「家族移住ストリーム」に分かれるが、後者に含ま
れる「結婚移住」は、男性が 930 名、女性が 7,223 名と、全申請者の 47.9% にも達する。2011 年度の
国勢調査によれば（表 2）、「日本生まれ」と回答した人の中で、配偶者を持つ人を対象に配偶者の出
生地を訪ねたところ、（配偶者が）「海外生まれ」と回答した人は 11,815 名（59.8%）に対して、「オー









































海外生まれ 11,815 （59.8%） 2,166,392 （70.8%） 815,212 （13.9%） 3,000,633 （33.4%）
オーストラリア生まれ 7,351 （37.2%） 815,212 （26.6%） 4,893,731 （83.3%） 5,724,579 （63.8%）
(Australian Bureau of Statistics 2013)
表 3　 結婚移住（家族移住ストリーム内）永住ビザを申請した人数（上位１０カ国）
出身国 女性 男性 記録なし 合計 女性の割合（%）
英国 16,941 22,446 0 39,387 43.01
中華人民共和国 26,405 11,781 0 38,186 69.15
インド 20,305 4,861 0 25,166 80.68
フィリピン 17,420 4,535 0 21,955 79.34
ベトナム 14,480 5,414 0 19,894 72.79
米国 8,123 7,359 1 15,483 52.47
タイ 12,251 2,022 1 14,274 85.83
レバノン 4,822 5,984 0 10,806 44.62
インドネシア 7,012 2,295 0 9,307 75.34
日本 7,723 930 0 8,653 89.25
合　計 135,482 67,627 2 203,111
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日本では選挙の投票率の低下が著しい。例えば、前回 2013 年 7 月に実施された参議院議員選挙にお
いても、投票率は史上三番目に低い 52.61％であった。さらに、オーストラリアでは選挙人登録を行っ
た場合、特別な事情なくして選挙権を行使（投票）しなかった場合に罰金が科せられることになって



















politics）（Jupp 1984）や、エスニック・ロビー（ethnic lobby） （Jupp 2002）に注目し、その政治活動の














































































設立され、2011 年には NPO 法人格を取得した。委員会の目的は、NSW 州の大学入学資格試験 HSC
コース（Higher School Certifi cate）の中で、日本語を含む四つのアジア言語コースにのみ規定された
履修基準や、そのコースの問題点の認識と、さらにその改善をめざし NSW 州ボードオブスタデイー
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